










力検査、もうひとつは子どもと保護者を対象とした運動生活調査である。運動能力検査は 27 年 5 月と 28 年 5





・実施日：1 回目　平成 27 年 5 月／ 2 回目　平成 28 年 5 月
・対象：佐世保市内 A 認定こども園　27 年度年中児　46 名／ 28 年度年長児　46 名
・調査項目：MKS 幼児運動能力検査　3 種目（50 ｍ走・立ち幅跳び・テニスボール投げ）
2）運動生活調査
・実施日：平成 28 年 1 月





図 1 は 25m 走の評定点分布の推移を示している。27 年度は 2 点以下が 56.4％と多かったのが、28 年度は 3 点、
4 点が 60.8％と増加している。5 点は 15.4％から 4.3％に減少しているものの、能力が全体的に向上している。
2）立ち幅跳び
図 2 は立ち幅跳びの評定点分布の推移を示している。27 年度 2 点以下が 70.2％であったのが、28 年度は
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図 3 はテニスボール投げの評定点分布の推移を示している。27 年度は 2 点以下が 75.7%であったのが、28 年





　図 4 は 3 種目合計評定点分布の推移を示している。それぞれの種目で見ると、25m 走がもっとも順調に能力
が向上している傾向にあり、次にテニスボール投げが続き、立ち幅跳びは他の 2 種目に比べると低得点群が多
いなど特徴がみられる。しかし、27 年度は 2 点以下が 67.2％と 6 割以上であったのが、43.4％に減少し、3 点
以上 4 点以下が 26.6％から 54.4％に増加するなど低得点群が中高位群に推移しており、高位群の人数は少ない
が、得点分布も理論的出現率に近づいている。また図5は3種目の評定点合計の平均値を比較したものであるが、




































たため、1 回目のカードに限定した結果である。全体の 83.3％（30 名）が結果を見ており、見ていないのは













































































ちを通して保護者に伝えていた。表 10 の結果が示す通り、7 割の保護者が子どもの現状を知り、きっかけづく
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